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津波は繰り返しやってきます。一度
引いたからといって沿岸へ戻るのは
大変危険です。

津波の高さは沿岸の地形などに大き
く左右され、想像以上の津波が発生
するおそれがあります。

津波は非常に速いスピードで襲ってき
ます。津波が見えてからでは逃げ切れ
ません。

津波は河川を遡上するため、
海から離れた場所でもはん
濫する可能性があります。

必ずしも、津波の前に引き潮
(予兆）があるとは限りません。
引き潮がなくても津波はきます。

● 地震発生のしくみ

● 津波フラッグについて

● 津波発生のしくみと特徴

津波発生のしくみ 河川の遡上 予兆がなくてもくる

繰り返しくる 想像以上の高さ ジェット機並みの速さ

地震により海底・海面が隆起・沈降します。
海面波動が大きな波となって四方八方へ
伝わり、沿岸部を襲います。

地震・津波について知ろう 避難の仕方について（地震・津波）

　海溝型地震はプレートの境界部で発生する地震です。2011年の東日本大震災や1923年の関東大震災などは海溝型
地震による災害です。

　津波情報（警報・注意報）が発表されると、テレビやラジオ、サイレンなどでお知らせ
するほか、海水浴場では「津波フラッグ」が掲げられます。津波フラッグを見かけたらす
ぐに高台に逃げましょう。

海溝型地震発生のしくみ
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海溝型地震

海側のプレートが年数cmの割合で
陸側のプレートの方へ移動し、下へ
もぐりこみます。

陸側のプレートの先端部が引きずり
込まれ、ひずみが蓄積します。

ひずみが限界に達したとき陸側のプ
レートが跳ね上がり、地震が発生し
ます。その際、津波が発生する場合
があります。

予想される津波の高さ
警報の名称 みなさんの対応数値での発表

（発表基準）
巨大地震の
場合の表現

津波が見えてから遠くへ逃げても間に合わないた
め、近くにある少しでも高い頑丈な建物、高い場所
へ駆け上がりましょう。

逃げ遅れたら
その場そのときで命を守る行動を できるだけ早く、高いところへ。津波浸水想定区域

の中にお住まいの方は揺れや津波情報をきっかけに
ただちに高いところへ避難しましょう。浸水想定区
域の外にお住まいの方も防災情報を確認するなど、
想定外に備えましょう。

原則 早めの避難

小さい津波でも大きな破壊力です。
第１波が最大とは限りません。

津波は繰り返し
やってきます。

可能であれば非常持出品を
持って避難しましょう。

　地震発生後、津波による災害の発生が予想される場合には、大津波警報、津波警報または津波注意報が発表
されます。その後、「予想される津波の高さ」、「津波の到達予想時間」などの情報が発表されます。

（表記しない）

10m超
10m<高さ

巨大 大津波警報

津波警報

津波注意報

沿岸部や川沿いにいる人はただちに指定
緊急避難場所やできるだけ高いところへ

沿岸部や川沿いにいる人は指定緊急避難
場所やできるだけ高いところへ

海の近くにいる人は指定緊急避難場所や
できるだけ高いところへ

高い

10m
5m<高さ≦10m

5m
3m<高さ≦5m

3m
1m<高さ≦3m

1m
20cm≦高さ≦1m

● 津波情報

● 津波からの避難
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陸側のプレート

海側のプレート
ひずみの蓄積

断層の形成
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36km100km250km時速800km
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